
表１は、避難地区の住民及び福島県内の避難区域外の行政区画と他の都道府県の住
民の、事故後１年間及び事故後10年間における実効線量を推定したものです。表2は、
表１と同じ対象に対する、事故後１年間における甲状腺の吸収線量を推定したもので
す。全てのグループにおいて、地域の平均実効線量は先行の原子放射線の影響に関す
る国連科学委員会（UNSCEAR）2013年報告書の線量推定値より低い値となりまし
た（上巻P195「各報告書の比較（評価結果）」）。
表に示されている線量は、自然放射線によるバックグラウンド線量に追加したもの

です。つまり、東京電力福島第一原子力発電所事故により環境中に放出された放射性
核種による被ばく線量の推定値を示しています。
なお、線量の範囲は、対象とするグループの中で、都道府県又は区域内の市町村又

は避難シナリオごとの平均値の範囲を示します。

【報告書記載箇所】
•  UNSCEAR2020年/2021年報告書（ANNEX B, 日本語版P54 ～ 55,第158項及び日本
語版P61～ 63,第166 ～ 169項から作成）
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